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飾磨の家　大西憲司

敷地は、姫路城の南部にある住宅地の東・北に道路がある
角地に位置する。隣家が迫る南側を閉じ、開放されている
北側角地に植栽スペースと玄関アプローチを配置した。1
階は、東側道路沿いに要望である車２台と駐輪のオープン
な車庫、中庭に面して主寝室を設けた。２階は、中庭を中
心に東側にリビング、西側にダイニング・キッチンを配置
した。それぞれ、変化のある天井がやさしく包み込み、光
と風がやわらかく充満し、気持ちのよい空間となる。リビ
ングの北側を大開口にして、角地に設けた植栽やデッキテ
ラスを介して、積極的に街並みへと繋がり、抜けによって
拡がりを感じられる空間の中で、楽しみながら居場所を見
つけていく。

撮影：福澤昭嘉　第 10回建築人賞奨励賞受賞作品

■プロフィール

大西憲司

1948 年大阪府生まれ／ 1971 年近畿大学理工

学部建築学科卒業／設計事務所勤務の後、

1998 年大西憲司設計工房設立／ 2002 年「御

領の家」で大阪建築コンクール大阪府知事賞、

2004 年大阪都市景観建築賞大阪府知事賞／

2005 年「戸建の木の集合住宅」で大阪建築コ

ンクール大阪府知事賞／「桜の家」で大阪都市

景観建築賞大阪府知事賞受賞

■建物データ
設　　計：大西憲司設計工房
施　　工：笹原建設
所 在 地：兵庫県姫路市
用　　途：専用住宅
竣　　工：2016年10月
構造規模：木造（在来工法）
　　　　　地上2階
敷地面積：94.64㎡
建築面積：60.79㎡
延床面積：112.37㎡
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大
阪
ホ
ン
マ
も
ん
解
説

写
真　

田
籠
哲
也　

文　

牧
野
隆
義

　

今
年
は
台
風
や
豪
雨
な
ど
の
災
害
が
度
重
な
り

中
止
と
な
っ
た
祭
り
な
ど
も
あ
っ
た
。
と
あ
る
花

火
大
会
は
、
警
備
体
制
の
維
持
が
難
し
く
断
念
し

た
も
の
で
、
昔
な
が
ら
の
方
法
だ
け
で
は
伝
統
的

な
も
の
を
続
け
に
く
い
状
況
が
出
て
き
て
い
る
。

　

一
方
、
今
や
だ
ん
じ
り
祭
と
言
え
ば
外
国
人
に

も
大
変
な
人
気
で
多
く
の
観
客
が
訪
れ
る
。
関

西
各
地
で
行
わ
れ
る
だ
ん
じ
り
祭
の
中
で
も
メ

ジ
ャ
ー
な
も
の
が
﹁
岸
和
田
だ
ん
じ
り
祭
﹂
だ
。

　

毎
年
九
月
に
行
わ
れ
る
だ
ん
じ
り
祭
は
、
岸
和

田
市
北
西
部
及
び
岸
和
田
城
下
と
そ
の
周
辺
が
舞

台
で
、
元
禄
一
六
年
︵
一
七
〇
三
年
︶
に
岸
和
田

藩
主
岡
部
長
泰
公
が
、
京
都
伏
見
稲
荷
を
城
内
三

の
丸
に
勧
請
し
、
五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
行
っ
た
稲

荷
祭
が
そ
の
始
ま
り
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

地
車
︵
だ
ん
じ
り
︶
は
、
祭
礼
で
用
い
ら
れ
る

屋
台
・
山
車
の
一
種
で
、
関
西
地
方
で
多
く
見
ら

れ
る
。
二
つ
に
分
か
れ
た
破
風
屋
根
を
持
つ
曳
き

山
で
見
事
な
彫
刻
が
組
み
込
ま
れ
、
刺
繍
幕
や
提

灯
や
ぼ
ん
ぼ
り
、
旗
な
ど
の
流
麗
な
装
飾
が
施
さ

れ
て
い
る
。
材
種
に
は
、
主
に
欅
が
用
い
ら
れ
、

コ
マ
︵
車
輪
︶
部
分
に
は
松
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

装
飾
以
外
に
は
釘
は
使
用
さ
れ
ず
、
宮
大
工
の
技

術
が
代
々
受
け
継
が
れ
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

高
速
で
走
行
し
、
停
止
せ
ず
に
辻
を
い
っ
き
に

回
り
き
る
﹁
や
り
回
し
﹂
に
見
ら
れ
る
派
手
な
部

分
だ
け
が
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が

多
い
が
、
こ
の
技
術
の
伝
承
が
あ
る
か
ら
こ
そ
続

け
ら
れ
る
。

　

年
々
、
大
工
職
人
の
数
が
減
り
続
け
て
い
る
。

私
た
ち
も
大
切
な
も
の
に
気
づ
き
、
伝
承
す
べ
き

こ
と
が
あ
る
と
思
う
。

　
研
修
部
門
の
活
動
紹
介

 

研
修
部
門
長　

横
田
友
行

　

研
修
部
門
に
は
、
研
修
委
員
会
と
二
級
木
造
委

員
会
と
制
度
推
進
委
員
会
と
い
う
三
つ
の
委
員
会

が
あ
り
ま
す
。

　

研
修
委
員
会
は
、
設
計
・
設
備
・
法
令
分
科
会

と
構
造
・
施
工
分
科
会
と
い
う
二
つ
の
分
科
会
か

ら
成
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
科
会
で
講
習
会

お
よ
び
見
学
会
の
企
画
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
講

習
会
と
見
学
会
の
テ
ー
マ
と
し
て
は
、
法
改
正
に

沿
っ
た
も
の
や
実
践
に
即
し
た
も
の
や
最
新
技
術

に
関
す
る
も
の
を
取
り
上
げ
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
大
阪
府
の
要
請
に
応
え

て
、﹁
建
設
工
事
の
安
全
・
健
康
確
保
講
習
会
﹂
を

九
月
か
ら
四
回
開
催
し
て
、大
阪
府
工
事
入
札
︵
実

績
申
告
型
︶
の
評
価
点
に
加
算
で
き
る
Ｃ
Ｐ
Ｄ
単

位
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
企
画
と
し
て
は
、

﹁
省
エ
ネ
実
務
講
習
会
＋
コ
イ
ズ
ミ
緑
橋
ビ
ル
見

学
会
﹂、﹁
木
造
ホ
テ
ル︵
志
摩
観
光
ホ
テ
ル
・
奈

良
ホ
テ
ル
︶耐
震
改
修
﹂、﹁
中
大
規
模
木
造
建
築
﹂、

﹁
新
南
海
会
館
﹂
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

二
級
木
造
委
員
会
は
、
住
宅
を
含
む
小
規
模
木

造
建
築
物
の
講
習
会
お
よ
び
見
学
会
の
企
画
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

　

制
度
推
進
委
員
会
は
、Ｃ
Ｐ
Ｄ
制
度
の
普
及
活
動
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。昨
年
度
の
定
時
総
会
か
ら
は
、多
く

の
Ｃ
Ｐ
Ｄ
単
位
を
取
得
さ
れ
た
個
人
と
社
員
教
育
に

活
用
さ
れ
た
企
業
、お
よ
び
多
く
の
Ｃ
Ｐ
Ｄ
認
定
講
習

会
を
開
催
さ
れ
た
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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INFORMATION

平成30年度近畿建築士セミナー
「大阪長屋の魅力とまちのリノベー
ションを学ぶ」
11/10　CPD2単位（予定）

大阪長屋の活用事例と長屋暮らしの魅力を
公開する、イベント「第8回オープンナガヤ大阪
2018は、オープンナガヤ大阪2018実行委員
会、大阪市大長屋保全研究会が11月10日、
11日の２日間実施するものです。このオープン
ナガヤ大阪の見学と、３人の専門家による講演
会を実施します。
主催　近畿建築士会協議会
日時　11月10日（土）　15：30～18：30
会場　豊崎長屋主屋　大阪市北区豊崎１丁目
最寄駅　大阪メトロ谷町線中崎町駅
講演1 （仮称）大阪ナガヤリノベーション
　　　～大阪市大モデル～
　　　大阪市立大学大学院准教授　小池志保子
講演2 （仮称)大阪ナガヤリノベーション
　　　～Re:Toyosaki～ 
　　　coil 松村一輝建築設計事務所主宰 松村一輝
講演3 （仮称）SAORI豊崎における福祉
　　　SAORI 豊崎長屋　金野哲哉
定員　40名
参加費　会員1,000円　会員外1,500円 
※交流会費は別途4,000円程度予定

京都織物の伝統・文化に触れる
株式会社川島織物セルコン
工場＆織物文化館見学会
11/12　CPD2単位

京都の伝統的な織物技術を今も継承しつつ、
新たな織物文化を発信されておられる『株式会
社川島織物セルコン 本社 市原事業所』と隣
接する『織物文化会館』の見学会です。
工場見学では、伝統的な手織り技法やインテリ
アファブリックにおける近代的な生産工程をご
覧頂けます。また、織物文化会館は川島織物セ
ルコンが手掛けた織物・室内装飾などの織物の
魅力やモノづくりのこだわりを紹介しています。
日時　11月12日（月）　15：00～17：20
会場　川島織物セルコン 本社 市原事業所
定員　40名
参加費　会員1,000円　会員外 1,500円
※懇親会費は別途

「どうなる! これからの建築業界と
TPP」
11/15  CPD2単位（予定）

建築業界も建設業・設計事務所・メーカーに関
わらず国際化は避けていけない現状です。そ
の最初の入口であるTPPの問題を学びます。
TPPとは何なのか、我 と々どう関係しているのか
を語って頂きます。そして我々の展望は?
日時　11月15日（木）　18：00～20：00
会場　大阪府建築士会会議室
講師　ジェトロ大阪本部　堤　章氏
定員　50名
参加費　会員1,000円（資料代含む）
　　　　会員外1,500円
※終了後講師を囲み懇親会を開催します。
　別途参加費3,500円

ちょっと知りたい建築セミナー
庭づくり入門！「テラリウム体験」
～ガラスの中の小宇宙～
1/26　ＣＰＤ3単位（予定)

以前から好評の、（株）荒木造園設計の敷地内
見学と、ガラス瓶の中の庭づくり「テラリウム体
験」セミナーです。同社の創設者荒木芳邦氏
は、大阪万国博松下館庭園、花と緑の博覧会
政府苑、リーガロイヤルホテル中庭などを設計し
ランドスケープという言葉を確立させたとも言わ
れる造園家です。池田市にある本社敷地内は、
氏が造園を介して伝えたかった「楽しさ、驚き、
喜び、高ぶり、安らぎ」が見事に具現化されて
います。見学でその庭づくりの神髄に触れた後、

「ガラスの中の小宇宙」と注目されている「テラ
リウム」を通して庭づくりを体験します。屋久島
の流木と苔など準備した材料を使い、完成した
各自の作品をお持ち帰りいただきます。
日時　1月26日（土）　13：30～16：00
会場　㈱荒木造園設計（池田市鉢塚2-10-11）
講師　㈱荒木造園設計　造園設計担当者
参加費　会員3,500円　会員外4,000円
　　　　※基本材料費1つ分を含む
定員　30名（申込み先着順）

2018年建築関係4団体主催の合
同忘年懇親会
12/14

恒例行事の建築関係4団体主催の忘年懇親会
を本年も開催致します。多数のご参加お待ちして
おります。
共催　大阪府建築士会（当番会）・大阪府建

築士事務所協会・日本建築家協会近
畿支部・日本建築協会

日時　12月14日（金）　18：00～20：00
　　　（受付17：30～）
会場　太閤園ガーデンホール
会費　5,000円
申込締切日　11月16日（金）
※参加ご希望の会員の方は、参加申込書を本

会HPよりダウンロードし、ご記入の上、本会
にFAX・メールでお申込下さい。

定員　300名
※名刺交換会を致しますので、名刺を多数お持

ち下さい。

平成31年在阪建築15団体合同新
年交礼会
1/4

毎年恒例の在阪建築15団体による合同の新
年交礼会です。
日時　1月4日（金）　15：00～16：00
会場　シエラトン都ホテル大阪４階「浪速の間」
　　　大阪市天王寺区上本町6-1-55
会費　3,000円
申込締切日　11月30日（金）
※12月4日（火）以降のキャンセルについては、

会費全額のご負担をお願い致します。

和風建築にかかせない仕上げ材／
左官職人さんの話
11/24　CPD2単位（予定）

地域委員会建築士の会南河内では和風住宅
建築についての講習会を開催します。今回は
左官屋さんをお招きし、伝統工法の仕上げ材や
外壁改修による下地材の考え方、左官工事の
検査チェックポイント、職人の育成などについて
解説していただきます。
日時　11月24日（土）　受付18：00～
　　　講習会18：30～20：30
会場　松原ゆめニティプラザ3階研修室
　　　（近鉄河内松原駅前）
定員　30名（申込先着順）
参加費　会員1,000円　会員外1,500円
　　　　学生500円

環境型都市づくり講演及び大阪府
立大学研究推進機構植物工場研
究センター視察
～建築やまちづくりに携わる建築士として環境
型都市づくりを勉強します～
11/30　CPD3単位

少子高齢化の進展や地球規模での環境問題
等を背景に、成長型都市づくりから成熟型都市
づくりへとパラダイムシフトが求められます。そこ
で、都市やニュータウンの再生、都市農地の活
性化、都市における植物工場の展開の可能性
に関わる研究に取り組まれている大阪府立大
学の増田名誉教授に「環境型都市づくり」に
ついて講演頂くとともに、大阪府立大学研究推
進機構植物工場研究センターを視察します。建
築やまちづくりに携わる建築士として都市にお
ける新たな役割を探ります。
日時　11月30日（金）
　　　14:00～15:45　環境型都市づくり講演
　　　15:45～17:00　植物工場研究センター視察
集合　13：45（時間厳守）
　　　大阪府立大学白鷺門
募集　30名（申込先着順）
参加費　会員1,000円　会員外2,000円

大阪府建築士会＋JIA近畿支部合同企画
追手門学院新キャンパス現場見学会
12/6　各回CPD2単位（予定）

JR総持寺駅から徒歩圏内に整備中の追手門
学院新キャンパス（2019年4月オープン予定）
の現場見学会を行います。設計・施工担当者
による案内により、新キャンパスの計画コンセプ
ト、先端の設計・施工技術を学びます。
日時　12月6日（木）　受付13：00～
見学　①13：30～　②15：30～

（申込時に①②どちらか希望時間を選
択してください）

集合　㈱三菱地所設計・現場監理事務所
　　　（詳細場所は参加証に記載予定）
定員　最大60名（各回30名まで）
参加費　会員500円　会員外1,000円

平成30年度文化遺産総合活用推進事業
「重要文化財中之島図書館から文
楽のすゝ め」
11/17、11/20、11/22

文楽セミナーと体験教室です。3日間ともすべて
同じ内容になっています。
日時　11月17日（土）、20日（火）、22日（木）
　　　18：30～20：00（受付18：00）
第1部（30分） 「文楽とは？」 
　　　　　　　豊竹咲寿太夫（解説）
第2部（60分） 「義太夫節体験教室」
　　　　　　　竹本織太夫（太夫）／
　　　　　　　鶴澤清志郎（三味線）
参加費　1,500/1回（要予約）
会場　大阪府立中之島図書館本館
　　　3階レンタルスペース２
詳細は本会ホームページをご覧下さい。

平成30年度文化遺産総合活用推進事業
「文化財の活用を通じて保存を学ぶ」
（全6回）

11/24、12/4、12/6、12/16、1/13、1/26

毎回異なる国登録有形文化財の会場で「まち
あるき」と「ワークショップ」を行う体験型の講座
です。また其々の文化財所有者からは文化財
の保存及び活用の取組事例や課題などを伺い
ます。
①11/24（土） 寺田家住宅：拓本制作
②12/4（火）寺西家住宅：ハーバリウム
③12/6（木）青山ビル：書画篆刻
④12/16（日）兒山家住宅：ミニ門松製作 
⑤19/1/13（土） 奥野家住宅：能鑑賞
④19/1/26（土） 岩根家住宅：甘酒製作
※時間：13：00～16：30
　受付は各回開始30分前
　（第3回のみ18：30～20：30）
募集　各回24名（先着順・事前申込制）
参加費　各回1,600円
※詳細は本会ホームページをご覧ください。

建築士の会「東大阪」「やおかしわら」共同開催
わくわく探検（駅前シリーズ）第18弾
＆おとなの社会見学
生駒山麓から雄大な河内平野を望む－石切編－
11/23　ＣＰＤ3単位

今回は、近鉄石切駅を出発して、地産地消で河内
木綿をつくり続けるはたおり工房見学後、旧生駒ト
ンネル、大龍禅寺を経て、旧河澄家住宅の見学、
終点の石切神社までの約5㎞の行程です。はたお
り工房さんだからこその建築とのつながり等、ここ
でしか聞けない貴重なお話にきっと時間を忘れて
過ごせることでしょう。恒例の賞品が当たるクイズ
も御用意、終了後には懇親会も企画しています。
日時　11月23日（金・祝）  13：00～16：30
　　　懇親会17：00～
集合　近鉄奈良線石切駅　南出口
解散　石切神社
募集　30名（申し込み先着順）
参加費　会員・一般1,000円　学生500円
懇親会参加費　4,000円程度
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INFORMATIONの詳細は本会ホームページに掲載しています。 本会の事業はホームページから申込できます。 http://www.aba-osakafu.or.jp/
【大阪府建築士会】 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5階  メール info@aba-osakafu.or.jp TEL.06-6947-1961 FAX.06-6943-7103

建築士法にもとづく建築技術講習会
建築物省エネ法実務講習会・環境
建築見学会
12/10　CPD3単位（予定）

本講習会は、設計や申請手続きに携わる実務者
の方々向けに、省エネ適判や工事監理・完了検査
のポイント、大阪府内建築行政連絡会で発行する
省エネ基準に関する様式集やQ＆A等を解説する
講習会となっております。講習後は、会場であるコ
イズミ照明R＆Dセンターの設計者から省エネ技術
実例を紹介頂き、実際に館内を見学させていただ
きます。コイズミ照明R＆Dセンターは大阪府の環
境緑化関連表彰をトリプル受賞されています。
日時　12月10日（月）　14：00～17：15
会場　コイズミ照明R＆Dセンター
　　　大阪市東成区東中本2丁目3-3
定員　80名（定員に達し次第締切）
受講料　建築士会会員　4,000円
　　　　後援団体会員　5,000円
　　　　一般　6,000円

建築士法にもとづく建築技術講習会
中大規模木造構造設計講習会
12/21　CPD4単位（予定）

「公共建築物の木材利用促進法」が2010年
に施工され、低層の公共建築物などは原則とし
て木造化、木質化することが義務付けられまし
たが、なかなか推進されていないことが現状で
す。本講習会では東京大学大学院教授の稲
山正弘氏を講師にむかえ、より実務的な内容に
ついて講習を行います。
講義内容例
・中大規模木造に関わる防耐火基準と構造

基準の要点
・木造で防火壁をつくる場合の納まり
・木造構造設計時に参照すべき本　等
その他の講義内容はチラシをご確認下さい。
日時　12月21日（金）　13：00～17：05
会場　大阪工業大学梅田キャンパス
　　　セミナー室201・202
定員　100名（定員に達し次第締切）
受講料　2,000円（テキスト代は含みません）
テキスト 「中大規模木造建築物の構造設計の

手引き」を講習会特別価格にて販売し
ます。詳細はお申込時に確認いただく
か、事務局までお問い合わせ下さい。

マンション大規模修繕における建築士の役割
新築時の重大な建物欠陥と大規模
修繕工事
11/7　CPD2単位

マンション大規模修繕工事の役割と位置付け、
新築時の重大な建物欠陥と大規模修繕工事

（タイル浮きの危険除去など）について、公開
講座を開催します。
日時　11月7日（水）　18：00～20：30
　　　①大規模修繕工事の役割と位置付
　　　②新築時の重大な欠陥修復を含む大
　　　　規模修繕
会場　大阪府建築士会会議室
募集　50名（申込先着順）
参加費　会員1,000円　会員外1,500円

平成30年度監理技術者講習
（監理技術者以外の方も受講可能）
11/27、1/18、2/6、3/6　CPD各6単位

本講習会は建設業法に基づく法定講習であ
り、建築に特化したテキストを使用し、経験豊富
なベテラン技術者の講師による解説と映像で、
実務に役立つ情報を提供いたします。なお、監
理技術者以外の建築士や技術者の方も受講
が可能です。日頃の工事監理業務に役立ちま
すので、ぜひご受講下さい。
日程　11/27（火）、1/18（金）、2/6（水）、　
　　　3/6（水）
時間　8：55～17：00
会場　大阪府建築士会会議室
定員　各回30名（定員に達し次第締切）
受講料　WEB申込み9,500円
　　　　郵送申込み10,000円
申込　日本建築士会連合会ホームページより
　　　お申込みください。
http://www.kenchikushikai.or.jp/torikumi/
news/2015-07-28-2.html

大阪府知事指定講習
平成30年度既存木造住宅の耐震
診断・改修講習会《一般診断法》
12/5　CPD5単位

本講習会修了者は、大阪府及び府内市町村
の木造住宅耐震診断等の補助を受けることが
できる技術者として名簿に掲載します。（本講習
は、国土交通大臣登録講習ではありません。）
日時　12月5日（水）　10：00～15：50
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
最寄駅　地下鉄「谷町四丁目」下車
定員　各100名（定員になり次第締切）
受講料　会員5,000円　会員外9,000円
テキスト代　7,200円（2012年改訂版木造住
　　　　　宅の耐震診断と補強方法）

大阪府知事指定講習
平成30年度既存木造住宅の耐震診
断・改修講習会《限界耐力計算法》
1/29　CPD6単位

既存木造建築物の限界耐力計算法による耐
震診断は、一般診断法が建物の強度を評価す
るのに対して、建物の強度だけでなく、減衰性
能も評価することができる診断法で、伝統構法
の木造建築物の耐震診断等に用いられます。
日時　1月29日（火）　9：30～16：00
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
最寄駅　地下鉄「谷町四丁目」下車
定員　120名（定員になり次第締切）
受講料　会員6,000円　会員外8,000円
テキスト代　4,000円（大阪府木造住宅の限界
　　　　　耐力計算による耐震診断・耐震改
　　　　　修に関する簡易計算マニュアル）

大阪府知事指定講習
「建設工事の安全・健康確保講習会」
11/19、12/11　CPD各3単位

本講習会は、設計、施工等の各段階における
安全･健康確保の措置や、建築労働者の意
識向上を図る取組み方法についての講習を行
い、労働災害防止に関する建築技術者の安全
と健康を確保することを目的としており、テーマ
を変えて4回実施します。また、本講習受講によ
り取得された現場管理技術者のCPD単位は、
大阪府公共建築室が発注の条件付一般競争
入札（実績評価型）において、H31年度から評
価点を取得できます。
日程･テーマ
①11/19（月）　各種届出書類、土留・型枠支

保工･鉄骨工事の安全対策など
②12/11（火）　仮設計画のポイント、職業病

予防、解体工事の安全対策など
時間　13：30～17：05
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
講師　建設業労働災害防止協会及び①大日

本土木㈱、②㈱竹中工務店の安全管
理担当者

定員　各回100名（定員に達し次第締切）
受講料　建築士会会員3,000円/回
　　　　後援団体会員4,000円/回
　　　　一般5,000円/回

建築士法にもとづく法定講習会
平成30年度建築士定期講習
1/30、2/21、3/18、3/29　CPD各6単位

建築士法の規定により、建築士事務所に所属
するすべての建築士は3年以内ごとに定期講
習を受講しなければなりません。本年度は平成
27年度に本講習を受講された方や、建築士試
験に合格された方が対象となります。未受講者
は懲戒処分の対象となりますので必ず年度内
に受講してください。
日程・会場・定員
　1/30（水） 大阪府建築健保会館　 90名
※2/21（木） 大阪国際会議場　　　300名
　3/18（月） 大阪国際交流センター  200名
　3/29（金） 大阪府建築健保会館　 90名
時間　9：25～17：00（各講習日共）
受講料　12,960円（消費税含。事前振込）
申込書配布場所

大阪府建築士会及び大阪府建築士事務
所協会事務局又は、建築技術教育普及セン
ターHPからダウンロード（平成27年度受講
者には、直接申込書を郵送しています。）

申込方法
　上記事務局へ持参又は簡易書留による郵送。
受付場所（送付場所）
　※印の日程　　　大阪府建築士会事務局
　※印以外の日程　大阪府建築士事務所協
　　　　　　　　　会事務局
建築技術教育普及センターHPからWEB申
込みも可能です。
https://jaeictkosyu.jp/jaeicteikikosyu/
注）各回定員に達し次第、受付を終了します。

既存建築物耐震診断等の評価・評
定

本会では、「建築物の耐震改修の促進に関す
る法律」の改正に伴い、建築構造の学識者や
実務者で構成する「建築物耐震評価委員会」
を組織し、平成26年1月より建築物耐震評価
業務を実施しております。
不特定多数が利用する施設や沿道建築物な
ど、申込者が検討した建築物の耐震診断及び
耐震補強計画について、専門的観点のもとに
審査・審議を行い、妥当であると認める申込案
件に対して評価書を交付します。
スピーディな審査を心掛けておりますのでどうぞ
ご活用ください。

（業務内容）
　耐震診断報告書の審査、評価
　耐震補強計画案の審査、評価 等

（対象建築物）
　公共・民間等の建築種別、用途、規模、構 
　造種別は問いません。また、他府県の建築物 
　も対象としております。

（会員特典）
　申込者又は診断等実施者が本会会員の場
　合は、評価手数料の10％割引があります。
詳細は、本会ホームページをご覧ください。

建築士会会員受講料全額補助
大阪府住宅省エネルギー設計者講習会
11/13、11/27、12/7、12/21、1/18、1/24
CPD各6単位

国土交通省が新省エネ基準を2020年までに
段階的に新築住宅への適合を義務付けること
に先がけて、設計者に木造住宅の省エネ技術
の習得をしていただく講習会です。
■詳細計算ルート
日程　①11月13日（火）　②11月27日（火）
時間　9：45～16：45（各回共）
会場　大阪府建築健保会館6階ホール（各回共）
　　　大阪市中央区和泉町2-1-11
定員　120名（各回共。申込先着順）
受講料　会員 本会が全額補助（各回共）
　　　　会員外1,000円（各回共。テキスト代含む）
■簡易評価法（仕様ルート・簡易計算ルート）
日程　①12月7日（金）　②12月21日（金）
　　　③1月18日（金）　④1月24日（木）
時間　9：40～16：10（各回共）
会場　大阪府建築健保会館6階ホール（各回共）
　　　大阪市中央区和泉町2-1-11
定員　120名（各回共。申込先着順）
受講料　会員 本会が全額補助（各回共）
　　　　会員外1,000円（各回共。テキスト代含む）
※申込方法　専用のWEBからお申込してください。
　HP　省エネ講習会　検索

※詳細は今月号同封の案内チラシをご覧ください。

Sponsorship
建築士会からのお知らせ
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協力し、それぞれの専門分野のノウハウ
を活かして空家対策を実施する内容です。
本会ではインスペクション委員会が中心
となり、中古住宅流通市場の活性化等に
よる空家の利活用推進を目指します。

本会の耐震委員会は、大阪府に「まちま
るごと耐震化支援事業」の事業者として
登録しており、今年度は吹田市からの依
頼により、9 月に吹田市千里丘エリアに
おいて木造住宅耐震化ローラー作戦（戸
別訪問）を行い、築年数の古い木造住宅
約 2,500 戸に耐震啓発及びセミナーの案
内チラシを配布しました。
10 月 6 日に千里丘市民センターにおい
て吹田市と共催で開催した「木造住宅の
耐震化補助制度セミナー」には、本会か
ら講師及び相談員 8 名を派遣しました。

日本建築士会連合会が主催する「日 ･ 韓・
中建築士協議会」は、大韓建築士協会、
中国全国注冊建築師管理委員会の 3ヵ国
の建築士団体が、各国の技術発展の促進
と相互理解の拡大を目的として、持ち回
りで毎年開催しており、今年は大阪で
10 月 17 日～ 20 日に行いました。
10 月 19 日の「3ヵ国の超高層設計」を
テーマとしたセッションでは、各国の代
表団が聴講する中で、日本からは竹中工
務店設計部が「超高層密集都市」と題し
て、あべのハルカスの取り組みについて
発表し、意見交換を行いました。

元本会理事の山本尚子氏（山本尚・設計
工房代表）が 10 月 13 日に、第 30 回住
生活月間における国土交通大臣表彰を受
賞されました。
国土交通省は毎年 10 月を「住生活月間」
と定めて、国民の住意識の向上と豊かな
住生活の実現に向けた啓発活動を行って
います。氏は福祉住環境コーディネータ
検定一級を取得され、高齢者等の住環境・
住まい方の向上改善や女性建築士活動に
関する功績を評価されたものです。

平成 30 年の一級建築士及び木造建築士
の設計製図試験が 10 月 14 日に全国で実
施され、大阪は近畿大学東大阪キャンパ
スにおいて、本会が試験の実施運営を担
当し、一級の受験者は「健康づくりのた
めのスポーツ施設」の課題に取り組みま
した。受験者数は全国で、一級 9251 名、
木造 316 名、その内大阪では、一級 775
名、木造 50 名でした。昨年に比べ、一
級は全国で 319 名、大阪で 49 名受験者
が増加し、木造はほぼ昨年並みでした。
合格発表は一級 12 月 20 日、木造 12 月
6 日に行われます。

本会と貝塚市は 10 月 15 日に空家等の発
生の未然防止、流通・利活用の総合的な
対策を推進することを目的とした協定を
締結しました。
市との協定は、本会及び不動産関係団体
等の 5 団体が同時に締結し、市と連携・

9/26  大阪府収用委員会
9/28  正副会長会議（連合会）

10/ 1 大阪都市景観建築賞審査委員会
10/5 ～ 10/8　北海道建築士会全道大会
10/ 9 大阪府収用委員会
  たかつガーデン 70 周年記念式典
10/ 10 羽曳野市長、藤井寺副市長面談
10/ 12 運営委員会
10/ 15 貝塚市との空家対策協定締結式
  会員増強会議（連合会）
10/ 16 東大阪市長面談
10/ 17 近畿建築士会協議会
10/ 17 ～ 10/20　日韓中建築士協議会
10/ 22 富田林副市長、河南町長面談
10/ 23 大阪府収用委員会
  山本尚子氏大臣表彰祝賀会
10/ 24 理事会・正副会長会議　　
10/ 25 理事会（連合会）

連合会：公益社団法人日本建築士会連合会

動静レポート

（右）北川嗣雄
　　羽曳野市長

（右）松浦信孝
　　藤井寺副市長

（右）野田義和
　　東大阪市長

（左）から、岩井河南町まち創造部長、森田河南町副町長、
武田勝玄河南町長、岡本会長、上田特任顧問、
横関委員、杉原専務理事

（右）から、全日本不動産協会　長谷川大阪南支部長
大阪府宅地建物取引業協会　辻泉州支部長
本会　岡本会長、　　藤原貝塚市長
大阪土地家屋調査士会　金子会長
貝塚市シルバー人材センター　勝理事長

（右）松田貴仁
　　富田林副市長

会長動静

吹田市において「まちまるごと耐震化
支援事業」を実施

社会貢献部門

山本尚子氏が国土交通大臣表彰を受賞

運営部門

一級・木造建築士設計製図の試験を
実施

運営部門

貝塚市と「空家対策に関する協定」を
締結

社会貢献部門

大阪において「日・韓・中 建築士協
議会」を開催

日本建築士会連合会
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近年、全国の建築現場において死亡事故
を含む重大事故が頻発し建築界において
深刻な状況となっており昨年には「建設
工事従事者の安全及び健康確保に関する
法律」が施行されました。
大阪府と大阪府建築士会はこの問題を改
善すべく大阪府知事指定講習「建設工事
の安全・健康確保講習会」を本年度 4 回
開催致する事になり今回 9 月 25 日に第
1 回目の講習会を開催致しました。
今回、安全に関する大阪府知事指定講習
を行うにあたり本会の実施する建築技術
者の継続的能力開発（CPD）を活用し
安全啓発に取組む企業を大阪府の入札に
関し評価する初の機会となりました。
具体的には大阪府 平成 30 年度 住宅ま
ちづくり部公共建築室発注の建設工事に

三週連続で 2 名の建築家をお招きし、週
替わりリレー形式で、話し手・聞き手に分
かれ、建築の魅力、空間に対する思いを
語りあっていただき、建築の本来の楽しさ
を再認識するという新しい形の企画でした。
モデレーターとして青年委員会の CEN 
ARCHI 山口千乃委員が担当しました。
初日は話し手に椎名英三氏、聞き手に竹
山聖氏が登壇され、椎名氏は自身の設計
事例だけでなく、建築・空間を検討する
際の考え方や、思考の原点となる書物や
言葉などを引用し熱い想いを語っていた
だきました。その後、椎名氏と親交が深
く兄貴的存在だと語る竹山氏が、竹山氏
だからこそ見える椎名氏の魅力について
語っていただきました。
2 日目は前回聞き手の竹山氏が話し手、
聞き手に大西麻貴氏が登壇されました。
竹山氏は前回の椎名氏の講演を踏まえ、
学生時代から続けている音楽や、絵画の
話しなども交えながら自身の建築との向
き合い方、面白さを語っていただきまし

Topics

おける条件付一般競争入札（実績申告型）
において今回の「工事事故防止に関する
講習会」（3 単位 / 回）を 1 回以上受講
しかつ年間合計 12 単位以上取得した工
事配置予定技術者として本競争入札参加
した場合、実績評価に 1 点加点されます。
大阪府ではこれまでも設計プロポーザル
に建築士会 CPDを活用しておりました
が、工事入札における初の活用事例とな
りました。
講習会の冒頭 行政からのお知らせとし
て厚生労働省大阪労働局より近年の工事
における事故の増加状況、大阪府まちづ
くり部より大阪府における CPDの採用
などのお話を頂きました。
講習 1 番目 「建設災害の現状災害発生と
対応」では近年の災害が高齢者だけでは

た。その後、聞き手の大西氏を交え講演
内容を振り替えりながら対談いただきま
した。大西氏にとっては大学時代の恩師
でもある竹山氏の事例や考えを伺うこと
ができ、大西氏の建築家を志したきっか
けや、学生時代のお話しなども伺うこと
ができました。
最終日は話し手に大西氏、聞き手に初日
話し手であった椎名氏が登壇されました。
大西氏もまた、自身の好きな書物の一文
を引用しながら、建築・空間を構成する
上での考え方、想いを語っていただき、

なく 40 歳代前半が急増するなど重大な
問題になった現状や今後安全帯がフル
ハーネス型になる等の講習していただ
き、講習 2 番目ではテキストを用いて

「元請・下請業者の安全管理実施事項」
の講習をして頂き、講習 3 番目の「労働
災害の責任の追及」では、ビデオを用い
て安全法令において現在の安全帯の使用
が認められる場合でも災害が発生し、怪
我・後遺症が生じた場合は雇用者の安全
配慮責任は免れない状況や災害発生させ
た企業は発注停止等社会的制裁により業
務継続が困難になる等、建築業界におい
て改めて事故などの災害が大きな問題で
あり、安全に関し僅かな油断も許されな
い事を改めて認識する良い機会となりま
した。

現在進行中のプロジェクトのお話しも聞
くことができました。前回、前々回とは
違い、ほぼ初顔合わせのお二人でしたが、
空間に対する考えに共通点があり、時代
は進み技術も変化する中でも不変的な空
間の面白さが垣間見えました。
三週通して一貫していたことは、それぞ
れの建築家の空間に対する熱い思いは、
建築に対して正直にぶつかった結果であ
り、もがき苦しんだ先に得られる喜びで
あることがわかりました。だから、心動
かされる。だから建築は楽しい！

椎名英三（椎名英三建築設計事務所） 竹山聖（設計組織アモルフ） 大西麻貴（一級建築士事務所 o＋h）

大阪府知事指定講習『建設工事の安全・健康確保講習会①』
日程：平成 30 年 9 月 25 日（火）　　会場：大阪府建築健保会館 6 階ホール　　参加者：36 名

相原康隆（制度推進委員会委員長）

建築家講演会「空間を語る 秋の夜長の建築の夢」
開催日：平成 30 年 9 月 7 日（金）、14 日（金）、20 日（木）　　会場：大阪府立男女共同参画・青少年センター（ドーンセンター）5 階特別会議室
参加者：57 名、54 名、70 名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  規工川和史 （青年委員会委員長）
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Gallery 建築作品紹介 設計：日建設計 
施工：西松建設

寮生室 寮生室

寮生室 寮生室
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室
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室
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室

寮
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増築棟
「寝室ゾーン」

改修棟
「寝室ゾーン」

「共有ゾーン」

増築棟
寮生室

改修棟
寮生室

冷

冷

東山寮は昭和 50 年に竣工した京都女子大学の既存寮を改修するとともに、北側に学生寮を増築及び敷地の北西の京都府
警渋谷交番を増築棟 1 階に取り込んだ学生寮である。
増築を契機に計画したリビング・ダイニング・洗面所などの「共用ゾーン」は明るく、オープンな環境に整備し、全体の
デザインテーマとした格子を随所に用い、ゆるやかに仕切ることで生活の中で自然とコミュニケーション力が高められる
計画とした。
寮生室はベッドの配置によって、増築棟は個人スペースを充実、改修棟は共用スペースを充実する異なる平面構成とした。
寮生室や寮生室前廊下の「寝室ゾーン」は静かでリラックスできる落ち着いたしつらえの内装とし、増築棟・改修棟それ
ぞれのテーマカラーを建具・家具・内装材に取り入れた。
外装は増築棟を大学のデザインコードであるレンガ調タイル、改修棟を既存建物の外装を復元し、内部でつながる一棟の
建物でありながら新旧の建物が寄り添うような外観とした。

所 在 地：京都府京都市
用　　途：学生寮
竣　　工：2017.03
構造規模：RC 造　地上 5 階
敷地面積：2,308.64㎡
建築面積：1,107.18㎡
延床面積：4,201.14㎡
写　　真：東出清彦写真事務所・
　　　　　エスエス大阪
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Gallery 建築作品紹介 京都女子大学 東山寮（増築・改修） 
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Gallery 建築作品紹介 大日本住友製薬株式会社 再生・細胞医薬製造プラントSMaRT 設計：竹中工務店
施工：竹中工務店

ヒト iPS 細胞を用いた再生医療製品の生産及び提供を行う、民間事業と
して世界初の医薬品製造施設である。タイトな事業スケジュールや高いフ
レキシビリティをはじめ、要求条件を満足する GMP 適合生産施設の早期
構築に応えるため、1FL を地盤面から 1m 浮かせた跳ね出し形状の断面
計画とし、製造エリアを接地面積最小＋有効面積最大のワンフロアで確
保して、機能性と合理性の両立を図った。開口部は必要最小限の窓のみ
とし、諸所の納まりを研ぎ澄ますことで、最先端の再生医薬製造らしいモ
ノリシックな外観デザインとした。この施設が再生・細胞医薬分野の発展
を先導し、難病を治す全く新しい治療法が生れることを願う。（佐藤達保）

所 在 地：大阪府吹田市
用　　途：医薬品工場
竣　　工：2017.12
構造規模：S 造 2 階
敷地面積：47,841.72㎡
建築面積：1,996.77㎡
延床面積：2,914.73㎡
写　　真：古川泰造
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Gallery 建築作品紹介 TROIS BOIS 設計：置塩淳夫建築設計事務所
施工：栗本建設工業

兵庫県加古川市に位置する集合住宅。クライアントはあたり一帯を所有する地主で、
将来は一帯を森にしたい。緑に囲まれた住まいをつくってほしいという要望でした。東
側の既存集合住宅と平行にヴォリュームを配置し、2つの建物のあいだに道状のオー
プンスペースを設け、周囲に分厚い緑地帯をめぐらせました。中央に共用部を配し、
各階4つの角住戸と1つのメゾネット住戸からなる構成です。I型とL型の住戸プランを
積み重ねて凹凸のある外形としました。比較的大きなヴォリュームを分節し、周囲の緑
と内部をつなげる半屋外空間をつくることを意図しています。大げさな構造とならない
よう、片持ちヴォリュームをスラブにたよらず無理なく支える壁配置を検討し、一般的な
断面の構造計画としています。常識的で豊かな生活の場をつくることを考えました。

建 築 主：株式会社
　　　　　ミドルビレッジ
所 在 地：兵庫県加古川市
用　　途：共同住宅
竣　　工：2018.03
構造規模：壁式鉄筋コン
　　　　　クリート造 3 階
敷地面積：799.55㎡
建築面積：445.23㎡
延床面積：1,136.21㎡
写　　真：松村芳治
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Gallery 建築作品紹介 水仙福祉会 すいせん 設計：井上久実設計室
施工：ヒロタ建設

利用者主体の観点から展開された社会福祉活動は、地域との関わりが密
接なことから、この新本部がどのように地域に貢献できるかをテーマと
しました。構造は木造で、燃えしろ設計を採用し、3 階建て準耐火建築
物としています。本部という性格上、閉鎖的になる傾向がある中、あえて
各階をつなぐ階段を屋外に設置し、利用者や職員の動きを見せる計画と
し、地域に施設のアクティビティを表す計画としました。3 階大会議室の
木造張弦梁の大空間を支える 1820mm のグリッドで構成された 2 階の
事務室と 1 階の児童施設の内部は、まるで小さな森のようで、子供の身
体や活動スケールと合い、身近に木を感じ得る空間となっています。

所 在 地：大阪市東淀川区
用　　途：児童福祉施設
　　　　　兼事務所
施　　工：2018.08
構造規模：木造3階建て
敷地面積：443.32㎡
建築面積：265.89㎡
延床面積：658.13㎡
写　　真：冨田英次
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に
竣
工
し
た
本
館
の
内
部
に
足
を
踏

み
入
れ
て
、
そ
の
空
間
に
思
わ
ず
圧
倒
さ
れ
た
。

大
谷
は
こ
こ
に
何
を
実
現
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
だ

ろ
う
か
。
一
九
九
七
年
に
収
録
さ
れ
た
内
井
昭
蔵

と
の
対
談
の
中
で
、
一
九
六
五
年
に
工
業
高
等
専

門
学
校
を
昇
格
さ
せ
て
大
学
が
開
学
し
、
一
九
六

七
年
に
キ
ャ
ン
パ
ス
の
設
計
を
依
頼
さ
れ
た
際
の

こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
﹁
あ
の
当
時
は
周
り
は
田
ん
ぼ
で
、
ど
う
や
っ

た
ら
い
い
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
け
れ
ど
、
予
算

か
ら
い
う
と
、
教
室
と
先
生
の
部
屋
の
面
積
が
出

て
い
て
、
そ
れ
に
単
価
を
掛
け
て
終
わ
り
な
ん
で

す
。
そ
れ
で
偉
そ
う
に
僕
は
お
説
教
し
ま
し
た
。

﹃
大
学
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
教
室
も
大
切
だ
け
ど
、

先
生
と
終
生
の
友
だ
ち
を
得
る
と
こ
ろ
だ
。
こ
れ

で
は
大
体
、
雪
国
で
講
義
が
終
わ
っ
た
後
、
雪
が

降
っ
た
時
な
ど
ど
こ
へ
行
く
ん
だ
﹄
と
。︵
中
略
︶

せ
め
て
授
業
が
終
わ
っ
た
時
に
た
む
ろ
す
る
よ
う

な
ス
ペ
ー
ス
を
つ
く
ら
な
い
と
、
第
一
学
生
が
可

哀
想
だ
。
そ
れ
で
︵
中
略
︶
本
館
で
は
、
階
段
教

室
を
最
上
階
で
屋
根
状
に
架
け
渡
し
て
、︵
中
略
︶

空
洞
を
内
包
さ
せ
た
ア
ト
リ
ウ
ム
を
つ
く
っ
た
。

も
う
一
つ
の
意
図
は
、
雪
国
で
し
ょ
う
、
上
か
ら

光
が
降
り
て
く
る
よ
う
な
空
間
が
で
き
な
い
か
な

と
思
っ
た
ん
で
す
。﹂︵
内
井
昭
蔵
監
修
﹃
モ
ダ
ニ

ズ
ム
建
築
の
軌
跡
﹄IN

A
X

出
版
二
〇
〇
〇
年
︶

　

こ
の
発
言
に
も
あ
る
よ
う
に
、
最
上
部
に
階
段

教
室
を
屋
根
の
よ
う
に
差
し
掛
け
、
そ
の
下
の
中

央
部
に
、さ
ま
ざ
ま
な
大
き
さ
の
教
室
や
図
書
室
、

研
究
室
へ
と
つ
な
が
る
巨
大
な
吹
き
抜
け
の
ラ
ウ

ン
ジ
を
設
け
、
こ
の
建
物
を
行
き
来
す
る
学
生
や

教
員
た
ち
が
必
ず
接
す
る
共
有
の
空
間
と
し
て
の

象
徴
性
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
自
分
の

居
る
場
所
と
行
先
を
感
じ
取
れ
る
と
同
時
に
、
あ

ち
こ
ち
へ
と
視
線
が
抜
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
向
か

ら
自
然
光
が
差
し
込
み
、陰
影
に
も
富
ん
で
い
る
。

そ
こ
に
は
、
こ
の
直
前
の
一
九
六
六
年
に
完
成
し

た
国
立
京
都
国
際
会
館
の
ラ
ウ
ン
ジ
や
ロ
ビ
ー
に

も
通
ず
る
人
と
人
が
ど
の
よ
う
な
空
間
で
交
流
す

る
の
か
と
い
う
視
点
を
重
視
す
る
大
谷
の
考
え
方

を
読
み
取
る
こ
と
も
で
き
る
と
思
う
。
そ
し
て
、

い
ず
れ
の
建
物
に
も
共
通
す
る
の
は
、
空
間
を
構

成
す
る
構
造
体
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
骨
格
の

確
か
さ
だ
。
半
世
紀
近
く
経
つ
こ
の
建
物
か
ら
今

も
伝
わ
っ
て
く
る
迫
力
は
何
に
支
え
ら
れ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
本
館
に
始
ま
る
キ
ャ
ン
パ
ス

整
備
は
、
一
九
七
六
年
の
三
号
館
と
五
号
館
の
増

築
を
経
て
、
一
九
八
二
年
の
高
層
棟
の
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
セ
ン
タ
ー
竣
工
で
完
成
を
見
る
。
こ
の
時
、

大
谷
は
、
自
ら
の
中
に
温
め
て
き
た
建
築
像
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
な
文
章
を
記
し
て
い
る
。

　
﹁
金
沢
工
業
大
学
の
在
る
野
々
市
町
に
は
、
今

で
も
、
北
陸
の
伝
統
的
な
町
屋
が
何
軒
か
残
っ
て

い
る
。
平
山
忠
治
さ
ん
の
﹃
民
家
﹄
に
載
っ
て
い

た
喜
多
さ
ん
の
家
も
、
こ
の
町
並
の
中
に
建
っ
て

い
る
。
二
〇
年
ほ
ど
前
、
こ
の
本
を
手
に
し
た
と

き
、
日
本
の
民
家
、
人
び
と
が
生
活
の
中
で
つ
く

り
上
げ
て
き
た
建
築
が
、
ど
う
い
う
も
の
で
あ
る

の
か
を
、
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
た
こ
と
を
記
憶

し
て
い
る
。
何
よ
り
も
ま
ず
、
そ
の
構
図
の
確
か

さ
や
、
も
の
そ
の
も
の
が
生
き
生
き
と
し
て
い
る

こ
と
な
ど
を
強
く
印
象
づ
け
ら
れ
、
ま
た
、
建
築

が
周
囲
の
自
然
や
町
並
と
応
答
し
て
い
る
、
そ
の

呼
び
掛
け
合
う
声
が
聴
こ
え
る
よ
う
な
思
い
が
し

た
。︵
中
略
︶何
時
の
頃
か
ら
は
定
か
で
は
な
い
が
、

私
の
想
念
の
中
に
固
ま
り
つ
つ
あ
る
建
築
像
は
、

日
本
の
民
家
や
町
並
の
、
こ
う
し
た
生
き
ざ
ま
に

強
く
影
響
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。︵
中
略
︶

建
築
と
は
、も
っ
と
骨
太
く
力
強
い
存
在
で
あ
り
、

雄
々
し
く
言
い
わ
け
な
ど
し
な
い
潔
い
も
の
だ
。

建
築
は
、
し
か
し
、
も
っ
と
優
し
さ
を
湛
え
、
人

び
と
を
抱
擁
す
る
大
ら
か
な
存
在
で
あ
り
、
人
び

と
の
微
妙
な
情
感
に
も
応
答
す
る
繊
細
さ
を
も
身

に
つ
け
て
い
る
も
の
だ
。﹂︵
大
谷
幸
夫
﹁
私
の
中

の
建
築
﹂﹃
建
築
文
化
﹄
一
九
八
二
年
十
月
号
︶

　

こ
の
言
葉
通
り
、平
山
の
写
真
集
﹃
民
家
﹄︵
彰

国
社
一
九
六
二
年
︶
掲
載
の
喜
多
家
住
宅
︵
一
八

九
一
年
︶
の
写
真
に
は
、
高
窓
か
ら
射
す
自
然
光

で
力
強
く
浮
か
び
上
が
る
小
屋
組
が
写
し
撮
ら
れ

て
い
る
。
次
の
機
会
に
は
、
一
九
七
一
年
に
国
の

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
こ
の
町
家
を
訪
ね
て
、

大
谷
の
求
め
た
建
築
像
と
、
奇
遇
に
も
彼
の
建
物

に
納
め
ら
れ
た
デ
ザ
イ
ン
・
サ
ー
ベ
イ
に
込
め
ら

れ
た
宮
脇
の
思
い
に
少
し
で
も
迫
り
た
い
と
思
う
。

ラウンジの内観

北西側からみた建物外観

金沢工業大学本館　1969 年
語りかけ、包み込む骨太な空間

記憶の建築
松隈　洋
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連
載
　
建
築
の
射
程

男
山
地
域
再
生
に
向
け
た
取
組

　

平
成
一
九
年
に
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
よ
り
公
表
さ

れ
た
再
生
・
再
編
方
針
に
お
い
て
Ｕ
Ｒ
男
山
団

地
は
﹁
団
地
再
生
︵
集
約
型
︶﹂
に
位
置
付
け

ら
れ
た
。
し
か
し
、
団
地
毎
の
整
備
方
針
の
策

定
は
、平
成
三
〇
年
ま
で
に
設
定
さ
れ
て
お
り
、

Ｕ
Ｒ
男
山
団
地
に
つ
い
て
は
集
約
化
に
向
け
た

具
体
的
な
方
針
が
提
示
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に

あ
っ
た
。
一
方
、
八
幡
市
は
、
男
山
団
地
の
再

生
を
各
施
策
に
お
い
て
重
要
課
題
と
位
置
づ
け

て
打
開
策
を
模
索
し
て
い
た
。

　

平
成
二
三
年
に
文
部
科
学
省
私
立
大
学
戦
略

的
研
究
基
盤
形
成
支
援
事
業
︵
平
成
二
三
年
度

～
平
成
二
七
年
度
︶
の
採
択
を
受
け
﹁
集
合
住

宅
団
地
の
＂
再
編
＂︵
再
生
・
更
新
︶
手
法
に

関
す
る
技
術
開
発
研
究
﹂
を
行
っ
て
い
た
関
西

大
学
団
地
再
編
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
︵
以
下
、
Ｋ
Ｓ

Ｄ
Ｐ
︶
は
、
国
内
の
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
を
探
し

て
い
る
最
中
、
Ｋ
Ｓ
Ｄ
Ｐ
の
研
究
メ
ン
バ
ー
で

あ
り
、
八
幡
市
の
住
生
活
基
本
計
画
の
策
定
に

関
与
す
る
髙
田
光
雄
京
都
大
学
大
学
院
教
授

︵
当
時
︶
か
ら
の
紹
介
に
よ
り
八
幡
市
と
つ
な
が

る
こ
と
と
な
り
、
Ｕ
Ｒ
男
山
団
地
に
お
い
て
実

践
的
な
研
究
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。

１ 

「
だ
ん
だ
ん
テ
ラ
ス
」
の
開
設

　

平
成
二
五
年
一
一
月
、
連
携
協
定
の
締
結
を

機
に
三
者
は
、
Ｕ
Ｒ
男
山
団
地
中
央
セ
ン
タ
ー

地
区
の
空
き
店
舗
を
活
用
し
た
﹁
だ
ん
だ
ん
テ

ラ
ス
﹂︵
写
真
１
︶
を
開
設
し
た
。
Ｋ
Ｓ
Ｄ
Ｐ

が
平
成
二
四
年
に
作
成
し
た
﹁
男
山
団
地
再
編

提
案
﹂
を
も
と
に
平
成
二
五
年
二
月
か
ら
八
月

に
か
け
て
実
施
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
住
民
が
﹁
地
域
に
気
軽
に

集
ま
れ
る
場
所
﹂
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。
Ｋ
Ｓ
Ｄ
Ｐ
は
、
中
央
セ
ン
タ
ー

地
区
︵
商
業
地
区
︶
の
空
き
店
舗
を
活
用
し
た

三
六
五
日
オ
ー
プ
ン
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点
の

開
設
を
関
係
主
体
に
提
案
し
、
こ
の
拠
点
を
男

第
68
回

は
じ
め
に

　

京
都
府
八
幡
市
男
山
地
域
で
は
、
平
成
二
五

年
一
〇
月
に
八
幡
市
、
独
立
行
政
法
人
都
市
再

生
機
構
︵
以
下
、
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
︶、
関
西
大

学
の
三
者
が
、京
都
府
知
事
立
会
い
の
も
と﹁
男

山
地
域
ま
ち
づ
く
り
連
携
協
定
﹂
を
締
結
し
、

様
々
な
主
体
の
協
働
に
よ
る
地
域
再
生
の
実
践

が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
、
そ
の
協
定
の

枠
組
み
に
お
け
る
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

し
て
、
男
山
地
域
の
再
生
に
向
け
た
様
々
な
取

組
に
参
画
し
て
い
る
。
本
項
で
は
、
男
山
地
域

再
生
の
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
づ
く
り
の

実
践
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

　

男
山
地
域
は
、
八
幡
市
の
西
部
に
位
置
し
、

日
本
三
大
八
幡
宮
の
一
つ
で
あ
る
石
清
水
八
幡

宮
を
い
た
だ
く
男
山
丘
陵
南
麓
の
一
体
に
開
発

さ
れ
た
、
京
阪
本
線
沿
線
有
数
の
大
規
模
な
住

宅
地
で
あ
る
。

　

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
が
管
理
す
る
賃
貸
集
合
住
宅

︵
以
下
、
Ｕ
Ｒ
男
山
団
地
︶、
京
都
府
及
び
八
幡

市
が
管
理
す
る
賃
貸
集
合
住
宅
、
日
本
住
宅
公

団
︵
現
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
︶
及
び
京
都
府
住
宅
供

給
公
社
が
建
設
、
分
譲
し
た
分
譲
集
合
住
宅
と

そ
の
周
辺
に
位
置
す
る
分
譲
宅
地
を
含
め
た
男

山
地
域
の
人
口
は
、
二
〇
、九
九
五
人
︵
平
成

二
七
年
国
勢
調
査
︶
と
八
幡
市
全
体
の
人
口
の

約
三
分
の
一
を
占
め
る
。　

　

一
方
、
男
山
地
域
の
人
口
は
平
成
一
二
年
国

勢
調
査
の
二
五
，
九
二
一
人
か
ら
約
二
〇
％
減

少
す
る
と
と
も
に
、
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の

人
口
が
地
域
全
体
の
人
口
に
占
め
る
率
が
平
成

一
二
年
国
勢
調
査
時
の
一
〇
．一
％
か
ら
平
成

二
七
年
国
勢
調
査
時
の
三
〇
．三
％
に
増
加
し

た
こ
と
か
ら
、
人
口
減
少
と
高
齢
化
が
顕
著
な

地
域
で
あ
る
。
人
口
急
増
期
の
社
会
要
請
に
応

じ
て
き
た
も
の
の
、
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
、

持
続
可
能
な
再
生
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

UR 男山団地での賃貸住宅のリノベーションについては本連載第 27 回で紹介しています。今回はコミュニ
ティ拠点「だんだんテラス」をめぐるこれまでの成果について地域コーディネーターとして関わってきた
辻村修太郎さんにご紹介いただきました。

「やってみようからはじめてみる」
八幡市男山地域再生のためのプラットフォームづくりの実践

辻村　修太郎（つじむら しゅうたろう）
一般社団法人カンデ、八幡市男山地域コーディネーター
1989年大阪府生まれ。関西大学環境都市工学部建築学科卒、同大学院修了。2012年より｢関西大学戦略的研究基盤団地再編プロジェクト｣に所属。
UR 男山団地のコミュニティ拠点 ｢だんだんテラス｣ の開設に携わる。

山
地
域
再
生
の
最
初
の
取
組
に
位
置
付
け
た
。

開
設
当
初
は
、
Ｋ
Ｓ
Ｄ
Ｐ
メ
ン
バ
ー
の
大
学
院

生
が
地
域
情
報
の
収
集
や
住
民
と
の
関
係
づ
く

り
を
行
い
、
平
成
二
六
年
四
月
、
住
民
︵
Ｕ
Ｒ

団
地
各
地
区
自
治
会
や
商
店
会
の
有
志
︶、
Ｕ

Ｒ
都
市
機
構
職
員
、
府
職
員
、
市
職
員
、
大
学

関
係
者
で
組
織
す
る﹁
だ
ん
だ
ん
テ
ラ
ス
の
会
﹂

を
立
上
げ
た
。
日
常
的
に
常
駐
す
る
大
学
院
生

は
、し
が
ら
み
の
な
い
第
三
者
と
し
て
の
役
割
、

子
ど
も
や
高
齢
者
の
間
を
つ
な
ぐ
役
割
、
研
究

者
の
卵
と
し
て
の
役
割
を
担
い
、
多
世
代
が
集

う
オ
ー
プ
ン
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点
づ
く
り
の

根
幹
を
支
え
て
い
る
。

２ 

男
山
地
域
再
生
基
本
計
画
の
策
定

　

平
成
二
四
年
一
二
月
、
男
山
地
域
再
生
へ
の

取
組
を
よ
り
具
体
化
さ
せ
る
必
要
性
を
認
識
し

た
八
幡
市
は
、﹁
男
山
地
域
再
生
基
本
計
画
︵
以

下
、
再
生
基
本
計
画
︶﹂
策
定
へ
の
協
力
を
Ｋ

Ｓ
Ｄ
Ｐ
に
要
請
し
、
平
成
二
六
年
三
月
に
再
生

基
本
計
画
を
策
定
し
た
。

　

再
生
基
本
計
画
で
は
、
七
つ
の
基
本
目
標
が

設
定
さ
れ
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
取
組
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
・
連
鎖
化
を
誘
発
す
る
方
法
と
し

て
﹁
玉
突
き
ア
プ
ロ
ー
チ
﹂︵
図
１
︶
が
示
さ

れ
て
い
る
。
地
域
活
性
化
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
に
は
、
単
独
の
事
業
な
り
施
策
を
実

行
す
る
だ
け
で
な
く
、
多
面
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
住
民
や
活
動
が
つ

な
が
る
機
会
の
創
出
に
向
け
た
調
整
を
行
う

﹁
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
﹂
を
配
置
す
る
手

法
を
と
り
、
よ
り
大
き
な
効
果
を
生
む
支
援
体

制
の
構
築
が
計
画
さ
れ
た
。

３ 

「
ま
ち
の
公
共
員
」
の
配
置

　

平
成
二
六
年
一
一
月
に
京
都
府
は
、
地
域
に

定
着
し
半
公
半
民
の
公
共
的
立
場
を
活
か
し
て

多
様
な
主
体
と
の
協
働
関
係
を
つ
く
り
、
特
定

の
地
域
課
題
に
対
す
る
解
決
策
の
創
出
と
推
進

を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
﹁
ま
ち
の
公
共
員
︵
以
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下
、
公
共
員
︶﹂
を
男
山
地
域
に
配
置
し
た
。

だ
ん
だ
ん
テ
ラ
ス
の
会
は
、
再
生
基
本
計
画
に

お
い
て
そ
の
必
要
性
が
提
唱
さ
れ
た
地
域
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
具
現
化
の
た
め
、
京
都
府
に

対
し
公
共
員
の
配
置
を
希
望
し
た
。
そ
し
て
、

同
年
一
〇
月
、
大
学
院
生
時
代
に
Ｋ
Ｓ
Ｄ
Ｐ
の

準
研
究
員
と
し
て
だ
ん
だ
ん
テ
ラ
ス
の
開
設
に

携
わ
っ
た
筆
者
が
京
都
府
第
一
号
と
な
る
公
共

員
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。

「
男
山
や
っ
て
み
よ
う
会
議
」
の
活
動

　

ま
ち
開
き
以
降
、
賃
貸
団
地
の
自
治
会
が
中

心
と
な
っ
て
運
営
し
て
き
た
﹁
男
山
地
域
連
絡

協
議
会
﹂
は
、
男
山
地
域
の
賃
貸
・
分
譲
団
地

及
び
戸
建
住
宅
地
の
自
治
会
・
管
理
組
合
が
参

加
す
る
会
議
体
で
あ
っ
た
が
、
参
加
者
の
高
齢

化
と
と
も
に
参
加
負
担
の
軽
減
を
目
的
と
し
て

平
成
二
一
年
に
解
散
に
至
っ
た
。
つ
ま
り
、
男

山
地
域
に
は
連
携
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
存

在
し
な
い
状
況
が
続
い
て
い
た
。

　

公
共
員
は
、
既
存
自
治
組
織
と
は
異
な
る
新

た
な
枠
組
み
︵
図
２
︶
で
、幅
広
い
世
代
、様
々

な
立
場
で
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
り
た
い

人
が
気
軽
に
参
加
出
来
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

と
し
て
﹁
男
山
や
っ
て
み
よ
う
会
議
︵
以
下
、

や
っ
て
み
よ
う
会
議
︶﹂︵
写
真
２
︶
と
い
う
枠

組
み
を
設
定
し
た
。

　

や
っ
て
み
よ
う
会
議
で
は
、
積
極
的
に
外
部

の
力
を
利
用
で
き
る
よ
う
参
加
者
の
居
住
地
に

つ
い
て
は
問
わ
れ
て
い
な
い
。
男
山
地
域
の
再

生
に
向
け
た
テ
ー
マ
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
支
援
を
目
的
と
し
﹁
ま
ず
や
っ
て
み
る
﹂
す

な
わ
ち
、再
生
基
本
計
画
の﹁
玉
突
き
ア
プ
ロ
ー

チ
﹂
を
体
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

や
っ
て
み
よ
う
会
議
の
事
務
局
は
、
だ
ん
だ

ん
テ
ラ
ス
の
会
が
務
め
て
い
る
が
、
メ
ン
バ
ー

の
主
体
性
を
育
む
こ
と
を
意
図
し
、
各
チ
ー
ム

の
リ
ー
ダ
ー
と
事
務
局
に
よ
る
﹁
リ
ー
ダ
ー
会

議
﹂を
設
け
て
い
る
。﹁
リ
ー
ダ
ー
会
議
﹂で
は
、

各
チ
ー
ム
の
活
動
状
況
を
共
有
し
、
チ
ー
ム
が

抱
え
る
課
題
や
活
動
に
関
わ
る
情
報
交
換
を
行

い
、
会
議
の
進
め
方
や
運
営
の
あ
り
方
に
つ
い

て
も
協
議
し
て
改
善
を
行
っ
て
い
る
。

　

四
年
間
に
わ
た
る
取
組
を
通
し
て
、
合
計
で

一
五
の
チ
ー
ム
が
結
成
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
も

﹁
だ
ん
だ
ん
テ
ラ
ス
継
承
・
拡
充
チ
ー
ム
﹂
は
、

四
年
目
に
入
り
、
特
に
積
極
的
な
活
動
を
み
せ

て
い
る
。
初
年
度
は
、
地
域
の
活
動
団
体
へ
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
行
い
、
自
ら
が
取
り
組
み

た
い
活
動
と
地
域
の
現
状
を
照
ら
し
合
わ
せ
な

が
ら
、
今
後
の
活
動
の
方
針
に
つ
い
て
議
論
を

深
め
た
。
二
年
目
は
、
他
団
地
の
団
地
再
生
事

例
の
視
察
や
地
域
情
報
誌
で
の
コ
ラ
ム
の
掲
載

等
、
情
報
の
収
集
と
発
信
に
取
り
組
ん
だ
。
三

年
目
は
、
だ
ん
だ
ん
テ
ラ
ス
の
駐
在
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
の
参
加
、
賃
貸
団
地
管
理
に
関
す
る
意

見
交
換
会
を
開
催
し
た
。

　

活
動
四
年
目
に
は
、
Ｕ
Ｒ
男
山
団
地
Ａ
地
区

自
治
会
か
ら
集
会
所
の
建
替
に
関
す
る
相
談
を

受
け
た
。﹁
集
会
所
の
建
替
を
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構

に
要
望
し
て
い
る
が
一
向
に
進
展
し
な
い
。
何

か
い
い
ア
イ
デ
ア
が
な
い
か
一
緒
に
考
え
、
働

き
か
け
て
欲
し
い
﹂
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。

現
在
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
と
し
て
の
だ
ん

だ
ん
テ
ラ
ス
継
承
・
拡
充
チ
ー
ム
、
日
常
的
に

集
会
所
を
利
用
す
る
自
治
会
や
子
育
て
支
援
団

体
、
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
が
協
働
し
て
集
会
所
の
改

修
に
向
け
て
検
討
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
こ

れ
ま
で
既
存
の
地
域
自
治
組
織
と
の
活
動
の
棲

み
分
け
は
、
参
加
メ
ン
バ
ー
の
間
で
も
大
い
に

悩
ん
で
き
た
点
で
あ
っ
た
が
、
実
践
を
通
し
て

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
へ
の
理
解
は
進
み
つ
つ
あ
る

と
い
え
る
。

ま
と
め

　

様
々
な
主
体
が
協
働
す
る
地
域
再
生
の
た
め

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
づ
く
り
に
お
い
て
、
第

三
者
的
な
立
場
で
あ
る
大
学
︵
大
学
院
生
︶
や

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
存
在
が
利
害
関
係

に
あ
る
主
体
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円

滑
に
進
め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。
ま
た
、
地

域
再
生
が
具
体
的
な
取
組
へ
と
移
行
す
る
段
階

に
お
い
て
、
誰
も
が
利
用
出
来
る
オ
ー
プ
ン
な

場
所
︵
だ
ん
だ
ん
テ
ラ
ス
︶
と
誰
も
が
参
加
出

来
る
オ
ー
プ
ン
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
︵
男
山

や
っ
て
み
よ
う
会
議
︶
の
設
置
が
、
参
加
者
自

ら
が
意
思
決
定
を
行
い
、
実
行
し
、
運
営
す
る

仕
組
み
の
構
築
に
つ
な
が
っ
た
。
こ
の
仕
組
み

を
も
と
に
、
従
来
の
地
域
自
治
組
織
と
は
異
な

る
、
主
体
性
に
基
づ
い
た
地
域
運
営
組
織
へ
の

発
展
と
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
は
じ
め
と

す
る
専
門
家
に
よ
る
地
域
運
営
組
織
へ
の
継
続

的
な
支
援
・
関
与
を
ど
の
よ
う
に
担
保
す
る
か

が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

写真 2　男山やってみよう会議の様子 写真 1　だんだんテラス

図 2　男山地域再生の取組を支える体制と仕組み

図 1　男山地域再生基本計画の実現に向けた取組
のネットワー化・連鎖化を意図した「玉突
きアプローチ」のイメージ
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 建築人賞 記念盾　「未来へ！」
 グラスアーティスト 三浦啓子作

会報誌『建築人』では、Gallery に 掲載する作品を
募集しています。

詳しくは、公益社団法人大阪府建築士会『建築人』
Gallery 建築作品掲載係まで。

【掲載料】
　カラー　 ２ページ　２０万円
　カラー　 １ページ　１０万円

『建築人』Gallery 掲載作品 募集中
2018

第 11 回 建築人賞
主催：公益社団法人 大阪府建築士会

第 11 回建築人賞の審査委員長は、乾 久美子氏に決定いたしました。

公益社団法人大阪府建築士会では
本誌「建築人」のGallery に掲載された建築作品を対象に
社会性、芸術性、時代性を考慮して、顕彰、公表することにより
建築技術の進展、建築文化の向上に資することを目的として
建築人賞を実施しています。  

■ 第 11 回 対象作品
「建築人」2018 年１月号から 2018 年 12 月号まで
Gallery に掲載された建築作品
※建築種別、建築地を問わない。但し、竣工検査済証を受けたもの

■ 表彰（設計者に対して）
建築人賞　　　  （賞状と記念盾）
建築人賞奨励賞  （賞状）
※建築主・施工者には賞状授与

■ 受賞発表
建築人 2019 年７月号誌面（予定）

■ 問い合わせ
公益社団法人大阪府建築士会「建築人賞」係
担当／母倉政美
TEL 06-6947-1961　　  FAX 06-6943-7103

■ 審査方法（未定）

■ 審査委員長　乾 久美子 
1969　大阪府生まれ  
1992　東京藝術大学美術学部建築科卒業  
1996　イエール大学大学院建築学部修了  
1996～2000　青木淳建築計画事務所勤務  
2000　乾久美子建築設計事務所設立  
2000～2001　東京藝術大学美術学部建築科常勤助手  
2011～2016　東京藝術大学美術学部建築科准教授  
2016～　横浜国立大学大学院Y-GSA教授
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建築人　11
　　　　　　　　　  　2018

監修　　公益社団法人大阪府建築士会
　　　　建築情報部門

編集　　建築情報部門『建築人』編集部
　　　　部門長　　　飯田英二
　　　　委員長　　　牧野隆義
　　　　編集人代表　荒木公樹
　　　　編集人　　　河合哲夫　　　北　聖志
　　　　　　　　　　曽我部千鶴美　橋本頼幸
　　　　　　　　　　丸子勇人　　　茂籠一之
　　　　　　　　　　若江直生
　　　　事務局　　　山本茂樹　　　母倉政美

　　　　印刷　　　　中和印刷紙器株式会社

　
　
編
集
後
記

若
江
直
生

　

地
震
、
豪
雨
、
台
風
と
今
年
は
多
く
の
災
害
に

見
舞
わ
れ
、
特
に
九
月
の
台
風
二
一
号
で
は
暴
風

に
よ
り
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
被
災
さ

れ
た
方
々
が
一
日
も
早
く
穏
や
か
な
日
常
に
戻
ら

れ
ま
す
よ
う
、
ま
た
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥

福
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
今
の
自

然
災
害
に
お
い
て
は
想
定
外
が
当
た
り
前
の
よ
う

に
起
こ
り
ま
す
。
安
心
安
全
な
建
築
を
実
現
す
る

た
め
に
、
設
計
で
ど
の
レ
ベ
ル
ま
で
対
応
す
べ
き

な
の
か
は
、
コ
ス
ト
面
や
大
き
な
災
害
の
頻
度
を

鑑
み
る
と
、
発
注
者
、
設
計
者
に
と
っ
て
は
非
常

に
難
し
い
問
題
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
建
物

の
用
途
や
性
格
に
よ
り
条
件
は
異
な
り
ま
す
が
、

目
の
前
の
設
計
を
通
じ
て
、
発
注
者
と
共
に
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

様
々
な
世
代
、
多
様
な
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ

る
建
築
情
報
部
門
の
編
集
委
員
に
、
私
も
本
年
一

月
よ
り
参
画
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
建
築

人
の
編
集
に
携
わ
る
こ
と
で
日
々
の
設
計
と
は
異

な
る
刺
激
を
頂
け
る
良
い
機
会
と
捉
え
、
建
築
士

会
会
員
の
皆
さ
ん
に
も
新
た
な
刺
激
を
与
え
ら
れ

る
よ
う
な
雑
誌
と
な
る
よ
う
、
努
力
し
て
参
り
た

い
所
存
で
す
。　

②
本
会
で
の
相
談
は
業
者
の
紹
介
や
電
話
以
外
の

相
談
を
無
償
で
受
け
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
こ
と

を
行
政
・
マ
ス
コ
ミ
に
徹
底
す
る
べ
き
だ
っ
た
。

③
大
阪
弁
護
士
会
と
の
協
定
︵
昨
年
三
月
締
結
︶

が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
お
互
い
が
独
立
し
て

動
い
て
し
ま
っ
た
。
迅
速
に
弁
護
士
会
と
協
同

し
て
相
談
対
応
に
あ
た
っ
て
も
良
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
。

建
築
相
談
室
か
ら 

三
十
一

災
害
時
の
対
応　

二　

文　

橋
本
頼
幸

　

先
月
に
引
き
続
き
、
今
月
も
六
月
に
発
生
し
た

大
阪
北
部
地
震
に
関
す
る
本
会
の
建
築
相
談
室
の

対
応
を
ま
と
め
ま
す
。

地
震
に
関
す
る
相
談
が
落
ち
着
く
ま
で

　

地
震
発
生
日
の
六
月
十
八
日
か
ら
八
月
末
ま
で

の
相
談
電
話
件
数
の
推
移
を
図
１
に
示
し
ま
す
が
、

概
ね
一
ヶ
月
を
経
過
し
た
あ
た
り
で
相
談
件
数
が

落
ち
着
い
て
き
ま
す
。
た
だ
し
、
六
月
末
か
ら
七

月
頭
に
か
け
て
も
西
日
本
豪
雨
、
七
月
初
旬
か
ら

酷
暑
と
自
然
災
害
が
連
続
し
て
、
地
震
の
報
道
も
一

気
に
減
少
し
、
世
の
中
の
関
心
が
他
に
移
っ
て
き

て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ま
し
た
。図
１
に
は
ブ
ロ
ッ

ク
塀
に
関
す
る
相
談
件
数
・
現
地
相
談
受
付
件
数

も
表
示
し
て
い
ま
す
。
ブ
ロ
ッ
ク
塀
相
談
件
数
は

大
阪
府
か
ら
の
要
請
に
基
づ
い
て
本
会
に
寄
せ
ら

れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
関
す
る
相
談
件
数
を
事
務
局

で
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
震
発
生

後
三
週
間
の
豪
雨
の
頃
か
ら
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
相
談

件
数
・
現
地
相
談
件
数
は
少
な
く
な
っ
て
き
ま
す
。

災
害
発
生
時
の
相
談
室
の
機
能

　

初
動
か
ら
相
談
内
容
・
件
数
が
安
定
す
る
ま
で
一

定
の
相
談
機
能
は
果
た
せ
た
と
考
え
ら
れ
、
電
話

件
数
か
ら
見
て
も
現
地
調
査
実
績
か
ら
鑑
み
て
も

多
く
の
相
談
者
の
よ
き
隣
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。一
方
で
課
題
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

私
の
感
じ
た
課
題
を
以
下
の
通
り
整
理
し
ま
す
。

①
現
地
相
談
を
ト
リ
ア
ー
ジ
す
る
べ
き
だ
っ
た
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
焦
点
が
集
ま
っ
て
し
ま
っ
た
が
、

本
来
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
確
認
は
建
築
士
が
行
っ
て

も
で
き
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
無
い
。
専
門
家
が

行
く
べ
き
案
件
を
優
先
し
て
現
地
相
談
対
応
を

し
て
も
良
か
っ
た
と
考
え
る
。

図 1　地震発生から 8 月末までの相談件数の推移

　
　

理
事
会
報
告　
　
　

文
責　

本
会
事
務
局

日
時 

十
月
二
十
四
日
︵
水
︶
十
六
時
～
十
八
時

場
所 

本
会
会
議
室

出
席 

理
事
三
四
名 

監
事
二
名

︵
１
︶
九
月
の
当
期
経
常
増
減
額
は
、
収
入
八
、七

三
八
、二
三
〇
円
、
支
出
九
、六
九
六
、九
三
五
円
、

差
引
△
九
五
八
、七
〇
五
円
で
、
本
年
度
累
計
の

収
支
差
引
二
八
、四
三
九
、二
四
六
円
を
報
告
し
て

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

会
費
お
よ
び
Ｃ
Ｐ
Ｄ
登
録
費
は
予
算
比
一
〇
〇
％

前
後
で
順
調
な
収
入
状
況
で
す
が
、
前
期
を
終
え

て
各
事
業
と
も
に
予
算
達
成
率
は
低
い
状
況
を
報

告
し
ま
し
た
。

建
築
士
試
験
は
終
了
し
ま
し
た
が
委
託
費
精
算
途

中
で
あ
る
こ
と
、
登
録
事
業
は
一
二
月
～
一
月
の

登
録
期
間
を
待
つ
こ
と
、
他
の
受
託
事
業
も
精
算

時
期
尚
早
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
年
度
末
に
掛
け

て
予
算
額
に
近
似
す
る
も
の
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

特
に
研
修
系
二
二
条
講
習
お
よ
び
既
存
住
宅
状
況

調
査
技
術
者
講
習
の
受
講
者
減
に
よ
る
減
収
が
大

き
い
状
況
で
す
。

耐
震
評
価
業
務
は
予
算
比
一
〇
九
％
で
、
後
期
も

件
数
増
の
見
込
み
で
す
。

公
益
目
的
事
業
の
収
支
規
模
が
予
算
比
五
四
％
の

充
足
で
、
全
体
で
は
約
二
七
百
万
円
余
の
黒
字
に

推
移
し
て
い
ま
す
が
、
各
部
門
に
お
い
て
後
期
の

事
業
推
進
に
係
る
予
算
収
支
の
再
確
認
を
行
う
こ

と
と
し
ま
し
た
。

︵
２
︶
第
六
三
回
大
阪
建
築
コ
ン
ク
ー
ル
に
際
し

て
、
建
築
表
彰
部
門
か
ら
、
審
査
委
員
長
を
松
隈

洋
氏
︵
京
都
工
繊
大
︶、委
員
に
鉾
井
修
一
氏
︵
京

都
大
︶、
橋
本
一
郎
氏
︵
エ
ス･

キ
ュ
ー
ブ･

ア

ソ
シ
エ
イ
ツ
︶、
松
岡
聡
氏
︵
近
畿
大
︶、
松
田
浩

三
氏
︵
大
阪
府
︶
の
推
薦
が
あ
り
、
応
募
要
領
と

合
わ
せ
て
承
認
し
ま
し
た
。



■淡路瓦のお問い合わせ先
　淡路瓦工業組合
　兵庫県南あわじ市湊 134
　Tel.0799-38-0570　Fax.0799-37-2030
　　info@a-kawara.jp
　　http://www.a-kawara.jp/

『受け継ぎ拡げる』
株式会社タツミ

http://www.tatsumi-garou.com/

取材：河合哲夫／建築情報部門委員

　400 年の歴史を持つ淡路瓦は「淡路瓦イ
ズム」を通し、これからの時代に社会から必
要とされる瓦づくりに挑戦を続けています。
今年も淡路瓦イズムを実践している会社を紹
介します。

　日本三大瓦の一つ淡路瓦は、淡路島南端の
南あわじ市を中心に、静かで美しい風景の中
で、現在はおよそ 70 社の生産者が瓦づくり
を行っています。
　瓦の語源は、サンスクリット語で皿、鉢、
頭蓋骨を意味する迦波羅カパーラ /kapala
からとされる他、甲冑（伽和羅かわら）、亀
甲（加宇良こうら）、屋根の皮（かわ）、土器（か
わらけ／土から「カワル」ことを意味する）等、
諸説あるようです。いずれも物質を覆うこと
でそれを保護する殻のような材料というとこ
ろが共通しており、古くから私たちの生活と
ともにあったことが伺われます。
　「瓦」は、現代では屋根瓦のイメージが一
般的ですが、甎（せん）・甓（へき）と呼ば
れる床、壁を仕上げる材料としても使われて
きました。日本に仏教とともに伝わったとさ

れる飛鳥時代においてもそうした使用がされ
ていたことがわかっています。また、茶道に
おいては、風炉とともに「敷瓦」や「前瓦」
を使いますので、瓦は、その性能を活かした
内外装材から言わばインテリア小物まで、日
本の生活様式に欠かせない、まさに様々な物
質を保護する素材として使われ、日本人の美
意識の形成に大きな影響を与えてきたと言え
るでしょう。
　今回紹介する株式会社タツミは、鬼瓦や棟
瓦を主力とする生産者ですが、淡路瓦の美し
さと鬼瓦をひとつひとつ丹精につくりあげる
技術力、一品生産から大量生産まで対応でき
る柔軟な生産性を活かして、内外装や外構の
仕上げ材、家具やインテリア小物、記念品ま
で、瓦を現代のデザインやニーズに合わせる
ことで、用途を拡大する取組みを続けて来ら
れています。多くのアイテムの開発を精力的
に手掛けて来られていますが、その中でも特
にエクステリア向けの「イブシブロック」は、
燻し瓦の簡素で洗練された素材感がモダンな
デザインにフィットする素材として、多くの
建築家やデザイナーに受け容れられ、年間 1

万個の生産をするまで拡大しているとのこと
です。
　また、淡路島出身の著名プロダクトデザイ
ナーと淡路瓦三社とがコラボレートする新し
いプロジェクトも進行中。株式会社タツミで
は、瓦と木を組み合わせた家具を担当される
とのことで、現在試作に向けて準備を進めら
れており、来年の販売を目標に取り組まれて
います。詳しい発表は、もう少し先になると
のことですが、新たなチャレンジをやや興奮
気味に語られる興津常務取締役の眼差しに、
期待が高まりました。瓦の可能性を拡げる挑
戦はまだまだ続きます。
　株式会社タツミの数々の魅力的な製品達
は、よく整備された同社のホームページで見
ることができます。
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飾磨の家　大西憲司

敷地は、姫路城の南部にある住宅地の東・北に道路がある
角地に位置する。隣家が迫る南側を閉じ、開放されている
北側角地に植栽スペースと玄関アプローチを配置した。1
階は、東側道路沿いに要望である車２台と駐輪のオープン
な車庫、中庭に面して主寝室を設けた。２階は、中庭を中
心に東側にリビング、西側にダイニング・キッチンを配置
した。それぞれ、変化のある天井がやさしく包み込み、光
と風がやわらかく充満し、気持ちのよい空間となる。リビ
ングの北側を大開口にして、角地に設けた植栽やデッキテ
ラスを介して、積極的に街並みへと繋がり、抜けによって
拡がりを感じられる空間の中で、楽しみながら居場所を見
つけていく。

撮影：福澤昭嘉　第 10回建築人賞奨励賞受賞作品

■プロフィール

大西憲司

1948 年大阪府生まれ／ 1971 年近畿大学理工

学部建築学科卒業／設計事務所勤務の後、

1998 年大西憲司設計工房設立／ 2002 年「御

領の家」で大阪建築コンクール大阪府知事賞、

2004 年大阪都市景観建築賞大阪府知事賞／

2005 年「戸建の木の集合住宅」で大阪建築コ

ンクール大阪府知事賞／「桜の家」で大阪都市

景観建築賞大阪府知事賞受賞

■建物データ
設　　計：大西憲司設計工房
施　　工：笹原建設
所 在 地：兵庫県姫路市
用　　途：専用住宅
竣　　工：2016年10月
構造規模：木造（在来工法）
　　　　　地上2階
敷地面積：94.64㎡
建築面積：60.79㎡
延床面積：112.37㎡


